






英語コミュニケーションⅡ  C, D, G, H, I クラス 
 
1 月 13 日（木）～17 日（月）休校中の課題 
 
① 英単テストのための練習 … 各自練習  

 
C,D,G,H,I クラス   第 8 回 準２級 ９１２～９６９ 

   
 

② 問題演習 … レポート用紙に問題と答えを書いてくる。  要提出 

（答えだけを書かない。） 
 
 C,D,G,H,I クラス   プレップ 53~EXERCISE16 (p.102~p.113)  



＜地学基礎＞学年閉鎖中の課題＝提出はありません 

 

・ネオパルノートＰ５４「地質時代とその区分／先カンブリア時代①学習のまとめ」 

・ネオパルノートＰ５６「先カンブリア時代②学習のまとめ」 

 

・復習です。まず何も見ないでやり、分からないところは教科書をみて記入しましょう。それから「解答編」を

見て丸付けをし、間違えた所は正解を朱書きします。 

 

※ただ答えを写す、あるいは、課題をやらない 

…それはあなたの心に何を育てますか？育ててしまいますか？ 

 

高校時代をどう生きるか、高校時代をどう生きたか。それはあなたのその後の人生を決めるとても大きな

要素です。自分をしっかりとコントロールできる力を養ってください。誰が見ていなくても、提出のあるなしに

関係なく、課題をきちんと実行して責任を果たせる人間でありたいものです。応援しています。 

 

 

 

※ネオパルノートを持ち帰り忘れてしまった方は、以下の部分をプリントアウトしてお使いください。 

 

Ｐ５４  25 地質時代とその区分/先カンブリア時代① 

1 地質時代の区分 
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 右図は顕生代の生物の科の数の変化を表している。 

顕生代には，①～⑤の大きな（8       ）があった。 

ワーク 

P/T 境界を赤矢印，K/Pg 境界を青矢印で示せ。 

 

■相対年代 

 地質時代は，主に生物の（9       ）の変化の激し

い時期を境に区分されている。この区分は，地質時代の相

対的な新旧関係を示すものであり，（10       ）と

よばれる。 

■数値年代 

 岩石や鉱物の（11       ）を数値で表したものを



（12       ）という。 

2 先カンブリア時代  

■地球の誕生…地球は，約（13       ）年前に誕生した。初期の地球は高温の（14       ）に覆

われていたが，やがて冷え始め，40 億年前ころから（15       ）が形成されていった。 

■地球最古の岩石…カナダ北部では，約（16       ）年前の片麻岩が，グリーンランド南部では，約

（17       ）年前の（18       ）が見つかっている。 

■生命誕生の場…約 40 億年前の地球では，無機物からアミノ酸などの単純な（19       ）が合成されて

いたと考えられている。現在の深海底には，熱水が噴き出している（20       ）とよばれる場所があ

り，（21       ）が誕生した場所として注目されている。 

■地球最古の生物の化石…グリーンランド南部の約（22       ）年前の堆積岩から，生物の存在を示す

最古の（23       ）が発見されている。始生代の初めの（24       ）年前ころには，生命が誕

生していたと考えられている。 

■シアノバクテリアの出現…光合成を行う単細胞生物に（25       ）がある。シアノバクテリアがつく

る構造物は（26       ）とよばれ，約 27 億～25 億年前以降の地層から発見されている。この生物の

光合成によって酸素が放出され，大量の酸化鉄が生じ，大規模な（27       ）を形成した。 

 

用語 Check 

縞状鉄鉱層…海水に含まれる鉄分と酸素が結合し，酸化鉄が生じることによって形成される。約 25 億～20 億年

前には大規模な縞状鉄鉱層が形成されており，当時，すでに活発な光合成が行われていたことを示すものである

と考えられている。 

 

解答 

1．先カンブリア  2．古生  3．中生  4．新生  5．デボン  6．ペルム  7．白亜  8．絶滅 

9．種類  10．相対年代  11．形成年代  12．数値年代  13．46 億  14．マグマオーシャン 

15．海洋  16．40 億  17．38 億  18．枕状溶岩  19．有機物  20．熱水噴出孔  21．生命 

22．38 億  23．痕跡  24．40 億  25．シアノバクテリア  26．ストロマトライト  27．縞状鉄鉱層 

 

ワーク 

赤……③の矢印  青……⑤の矢印 

 

 

26 先カンブリア時代② 

1 光合成生物と大気の変化 

 原生代（25 億～5 億 4100 万年前）には，シアノバ

クテリアのような生物が（1       ）を行う

ことによって，大気中の（2       ）濃度が

減少し，（3       ）濃度が増加したと考え 

られている。 

 酸素濃度が増加するにつれ，（4       ）を

行う生物が増えていった。     ワーク 

                          大気中の酸素濃度の変化を赤，二酸化炭素濃度の変化

を青で示せ。 



2 全球凍結 

 約 23 億年前と約（7       ）年前には，極地域の氷河が

（ 8        ） 地 域 ま で 広 が り ， 地 球 全 体 が

（9       ）で覆われていたと考えられている。これを

（10       ）という。 

 全球凍結によって生物の多くは（11       ）した 

が，一部の生物は生き残った。 

 （12       ）は，氷河が拡大した際に形成された氷河性

の堆積物であり，全球凍結の地質学的な証拠のひとつと考えられている。 

3 真核生物の出現と多細胞生物 

 温暖化した原生代前期には，原核生物の中から（13       ）が現れた。さらに，体が多数の細胞から

できている（14       ）に進化したと考えられている。 

 真核細胞は，共生によって進化したと考えられている。呼吸を行う微生物が共生してミトコンドリアの祖先に，

光合成を行うシアノバクテリアが共生して（15       ）の祖先になったと考えられている。 

4 エディアカラ生物群 

 約（16       ）年前には，全球凍結が終わり，地球は

（17       ）化した。生物の一部は，（18       ）

の多細胞生物へと進化した。 

 南オーストラリアのエディアカラで，約（19       ）

年前の砂岩から，やわらかくて扁平な多細胞生物の化石が大量に

発見された。この生物群は（20         ）とよばれる。 

 

用語 Check 

原核細胞と真核細胞…私たちの体をつくる細胞には核があり，遺伝子（DNA）はその中にある。このような細胞

を真核細胞という。一方，核をもたず，遺伝子が裸の状態になっている細胞を原核細胞という。真核細胞は原核

細胞から進化してできたと考えられている。 

 

解答 

1．光合成  2．二酸化炭素  3．酸素  4．呼吸  5．二酸化炭素  6．酸素  7．7 億  8．低緯度 

9．氷  10．全球凍結  11．絶滅  12．ドロップストーン  13．真核生物  14．多細胞生物 

15．葉緑体  16．6 億  17．温暖  18．大型  19．5 億 5000 万  20．エディアカラ生物群 

21．トリブラキディウム  22．スプリギナ 

 

ワーク 

 

 



２年Ａ～Ｓ組 現代文の休校課題 
 

◎ 「第５回漢字テスト」に向けた勉強 

（試験範囲： 漢字ボックスＰ６４～６９） 
 
 漢字ボックスが手元にない人は、別添のプリントを活用してください。 
 



世界史（A・E・F・I 組） 

＜課題＞ 

 「インカ帝国」の歴史について紹介しなさい。（時代・位置・文化・食など） 

 A４用紙１枚程度。（ルーズリーフもしくはレポート用紙に行う） 

 教科書・資料集・インターネットを活用する。絵や図を用いても良い。 

 



保健課題 
 次の授業で行う単元の予習を、ノートを活用し、進めておきなさい。 


